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2020年 10月 14日 
各 位 

上場会社    菊水電子工業株式会社 
代表者     代表取締役社長 小林 一夫 

  （コード番号   6912 ） 
問合せ責任者 常務取締役管理本部長 齋藤 士郎 

  （TEL  045-482-6912） 

2021年３月期第２四半期連結累計期間業績予想及び中間配当予想に関するお知らせ 

 当社は、最近の業績動向を踏まえ、2020年５月14日に公表しました「2020年３月期決算短信」において未定
としておりました2021年３月期第２四半期連結累計期間の連結業績予想及び中間配当予想につきまして下記の
とおりお知らせいたします。 

● 第２四半期(累計)業績予想について

2021年３月期第２四半期(累計)連結業績予想(2020年４月１日～2020年９月30日) 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属す

る 四 半 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 
四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円

－ 
百万円

－ 
百万円

－ 
百万円

－ 
円 銭

－ 

今 回 修 正 予 測 （ Ｂ ） 3,495 △65 △40 △18 △2.17

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） － － － － 

増 減 率 （ ％ ） － － － － 

(参考）前第 2 四半期実績 
(2020 年 3 月期第 2 四半期） 

4,152 220 230 163 19.78 

第２四半期連結累計期間業績予想公表の理由 
2021年３月期の連結業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を合理的に算定す

ることが困難であったことから未定としておりましたが、現時点において当社が入手可能な情報に基づ
き、第２四半期連結累計期間の業績予想を算定しましたので、公表いたします。 
売上高は、重点市場である航空宇宙、電池、自動車のＣＡＳＥ(コネクティッド、自動運転、シェアリ

ング、電動化)、サーバー・ＩＣＴ(情報通信技術)関連市場へ顧客ニーズに合わせたソリューション提案
営業を積極的に展開するためのオンライン商談等を進めてまいりましたが、新型コロナウイルス感染症
拡大の影響により、取引先の設備投資の凍結、先送り等により市場環境は大変厳しいことから、前年同
期に対し減収となる見込みとなりました。 
損益面につきましては、原価低減と経費節減に努力を重ねてまいりましたが、売上高の減収に伴う売上

総利益の減少の影響が大きく、営業損失、経常損失、親会社株主に帰属する四半期純損失を計上する見
込みとなりました。 

 なお、2021年３月期通期の連結業績予想につきましては、依然として新型コロナウイルス感染症の収束

時期は見通せず、当社グループの事業への影響が予測できないため、現時点において合理的に算定する

ことが困難であることから、未定とさせていただきます。今後、業績への影響を慎重に見極め、業績予

想の算定が可能となった段階で速やかに開示いたします。 

● 中間配当予想について

年間配当金（円） 
第２四半期末 期末 合計 

前 回 予 想 － － － 
今 回 修 正 予 想 0.00 － － 
当 期 実 績 － 
（ 参 考 ） 前 期 実 績 
（ 2 0 2 0 年 ３ 月 期 ） 

0.00 23.00 23.00 
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中間配当予想公表の理由 
   当社の利益配当は、株主の皆様に対する利益還元を経営の重要課題の一つと位置付けており業績に対応

した配当を行うことを基本としつつ、企業体質の強化と今後の事業展開を勘案し、内部留保にも意を用
い、決定する方針をとっております。 

   2021年３月期の中間配当につきましては、従前のとおり中間配当は実施いたしません。 

   なお、期末配当の予想につきましては、通期業績予想の合理的な算定が困難なため、未定とさせていた

だきます。今後、期末配当予想の算定が可能となった段階で速やかに開示いたします。 

 
   ※ 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合

理的と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等はさまざまな要因により大きく異なる可
能性があります。 

以上 


